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自己点検・評価 様式（平成２９年度実施） 

大学名 崇城大学 

研究科・専攻名 薬学研究科・薬学専攻 

 

○ 入学者数、在籍者数、退学者・修了者数 

※入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。 

※既退学者数及び既修了者（学位取得者）数については、平成２９年４月末までの数を記載すること。 

 

 

・平成24年度入学者 

   入学者数： ６ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 ３ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 ２ 名（内社会人 １ 名） 

          薬学部以外の卒業生 １ 名（内社会人 １ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： ０ 名 

      既退学者数： ２ 名 

      既修了者（学位取得者）数： ４ 名 

 

・平成25年度入学者 

   入学者数： ５ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 ２ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 ３ 名（内社会人 ２ 名） 

          薬学部以外の卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： ０ 名 

      既退学者数： ３ 名 

      既修了者（学位取得者）数： ２ 名 

 

・平成26年度入学者 

   入学者数： ４ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 ４ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

          薬学部以外の卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： ４ 名 

      既退学者数： ０ 名 
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・平成27年度入学者 

   入学者数： ２ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 ２ 名（内社会人 ２ 名） 

          薬学部以外の卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： １ 名 

      既退学者数： １ 名 

 

・平成28年度入学者 

   入学者数： ２ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 １ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 １ 名（内社会人 １ 名） 

          薬学部以外の卒業生 ０ 名（内社会人 ０ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： ２ 名 

      既退学者数： ０ 名 

 

・平成29年度入学者 

   入学者数： ４ 名（定員 ５ 名） 

      内訳：6年制薬学部卒業生 ２ 名（内社会人 ０ 名） 

          4年制薬学部卒業生 １ 名（内社会人 １ 名） 

          薬学部以外の卒業生 １ 名（内社会人 ０ 名） 

      在籍者数（平成29年5月1日現在）： ４ 名 

      既退学者数： ０ 名 

 

 

○ 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー」

と実際に行われている教育との整合性 

● 崇城大学大学院の教育理念と三つのポリシー 

教育理念 − 崇城大学大学院は、建学の精神「体・徳・智」の下、学士課程での教育により得られ

た成果を発展させて幅広く深い学識を涵養するとともに，本学の多様な学術的研究を

背景とした基盤的・先端的な専門知識，技能を修得させ，専門分野における研究能

力と高度な専門性を必要とする職業を担うための能力を育成します。 

１．アドミッションポリシー − 本学大学院は，教育理念を実践するため，「いのちとくらし」の専門分

野における基礎的な知識と実践力に加え，幅広い知識と創造性およ

び独創的な発想によって新分野を開拓する意欲に溢れ，国際性や倫

理観を兼ね備えた人材を求めます。 
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２．カリキュラムポリシー − 本学大学院は、教育理念に沿って次の方針でカリキュラムを編成しま

す。 自己の研究を専門の研究分野において的確に位置付け、その成

果と意義を高度な水準で議論し、必要に応じて協力体制を構築できる

能力を育てます。また、物事の本質を洞察して研究の深化を図るとと

もに、強い責任感と高い倫理性をもってその研究を見つめ、人や自然

との共生について批判的に吟味する力を育てます。特に修士課程で

は、専門分野における研究能力と職業人としての高度な専門的能力

を育てます。加えて博士課程では、国際的に活躍できる自立した研究

者を養成するとともに、各専門分野において指導的な人材を養成しま

す。 

３．ディプロマポリシー   − 所定の期間在学して，本学大学院のカリキュラム・ポリシーに沿った教

育プログラムの定める授業科目を履修し，基準となる単位数以上を修

得するとともに学位論文の審査及び試験に合格した者に学位を授与し

ます。学位論文の審査及び試験は，その論文が研究の学術的意義，

新規性，創造性，応用的価値を有しているか，学位申請者が研究の

推進能力，研究成果の論理的説明能力，研究分野に関連する幅広い

専門的知識，学術研究における倫理性を備えているか等を基に評価

を行ないます。なお，学修・研究について著しい進展が認められる者

は，在学期間を短縮して大学院課程を修了することができます。 

 

● 薬学研究科の三つのポリシー 

１．アドミッションポリシー − 本学大学院のアドミッションポリシーに加えて，医療科学的・薬学的セ

ンスと十分なコミュニケーション能力をもち，薬物治療の発展に貢献

する意欲に溢れた人を求めます。 

２．カリキュラムポリシー  − 本学大学院カリキュラムポリシーに加えて，高度な薬物治療を実践で

きる指導的臨床薬剤師ならびに臨床治療に精通した医薬品開発研究

者を養成するための教育を行います。 

３．ディプロマポリシー   − 本学大学院のディプロマポリシーに従って，博士(薬学)の学位を授与

します。 

 

  自己点検・評価 − 入学者選抜に関しては，「入学者選抜の方法」欄に記載したように，志望理

由書とともに卒業研究論文要約または修士論文要約あるいは研究報告要約などを提出させて，事

前調査を行っている。また，必要に応じて，受験前に研究科長，専攻長，志望する研究室の指導教

員と面接を行い，受験資格を審査するとともに，医療科学的・薬学的センスやコミュニケーション能

力を有することを確認している。本学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程は，優れた研究能力を

備えた臨床薬剤師の養成を主たる目的とし，臨床現場に精通した薬学研究者の養成を目指すもの

である。そこで，カリキュラムに病院や企業でのインターンシップ研修を必修科目として取り入れ，基

礎と臨床のバランスのとれた教育を実践している。インターンシップ修了後は公開の報告会を開催

して，研修成果の充実と検証を図っている。また，定期的に公開の研究中間発表会を開催して研究

の進捗状況を確認している。学位審査は上記のディプロマポリシーに沿って実施されている。 
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  したがって，「理念とミッション」，「アドミッションポリシー，カリキュラムポリシー，ディプロマポリシ

ー」と実践されている教育・研究との整合性は満足していると考えられた。 

・「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー」と、実際に行われ

ている教育との整合性について、４年制薬学部を基礎とした博士課程の教育課程との違いを明確にしつつ、

自己点検・評価を行うこと 

 

○ 入学者選抜の方法 

  受験者に志望理由書とともに，卒業研究論文要約又は修士論文要約あるいは研究報告要約を

提出させて，事前調査を行っている。試験は学力試験と面接試験を課している。学力試験の試験科

目は英語（共通問題４０点と選択問題６０点）であり，その合計点を英語の評点としている。面接試

験の配点は１００点である。学力試験と面接試験の得点が共に６０％以上の得点率の受験者を合格

者としている。 

  自己点検・評価 — ６０％以上の得点率の受験者を合格としており，入学選抜方法に問題点は

ないものと考えられる。 

 

○ カリキュラムの内容 

  本大学院薬学研究科薬学専攻博士課程では，「臨床薬学講座」，「薬物治療設計学講座」，「未

病医薬学講座」の基幹講座に加えて，連携講座「地域医薬育成講座」が協力して教育に当たる。各

講座のカリキュラム内容を簡単に述べる。また，「講義科目のシラバス」および「教育課程等の概

要」，「履修モデル」は，添付資料１および２，３にそれぞれ記載する。 

  「臨床薬学講座」 - 医学・薬学をより深く理解し，医療の個別化への対応，先端的薬学の臨床

応用，薬物治療デザインなどができる薬剤師の育成を行う。本講座では，専門薬剤師，ケアマネー

ジャー，臨床現場で薬物治療のリーダーとしての役割を果たせるように，「臨床診断学」，「薬物治療

学特論」，「医薬品安全性学特論」，「プライマリ・ケア実践論」の四つの講義科目と，それらの内容を

含んだ「薬物治療学演習」，「医療薬剤学演習」，「医薬品情報評価学演習」の三つの演習科目を開

講している。 

  「薬物治療設計学講座」 - 分子薬物動態学，細胞生物学，コンピューターサイエンス，ナノテク

ノロジー分野の知識と能力を有し，臨床に精通したPK/PD専門薬剤師（個別化医療推進能力を持つ

薬剤師），DDSスペシャリストやDDS研究者などの育成を目指している。したがって，本講座では，

「DDS特論」，「薬物動態制御学」，「医薬分子設計学」，「分子イメージング」，「治験コーディネート

論」の五つの講義科目と，「DDS演習」，「DDSマテリアル化学演習」，「薬物動態制御学演習」の三つ

の演習科目を開講している。 

  「未病医薬学講座」 - 天然資源（植物，海洋生物，微生物）からの生理活性物質の探索，リード

化合物を基盤とした分子設計，分子レベルでの生体への作用機構について追究する臨床医薬品開

発研究者，機能性食品開発研究者，プライマリ・ケア専門薬剤師などの育成を目指す。したがって，

本講座では「補完代替医療学特論」，「天然薬物学特論」，「分子薬効解析学特論」，「環境保健学特

論」の四つの講義科目と，「未病医薬学演習」，「分子薬効解析学演習」，「環境保健学演習」，「天然
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物化学演習」の四つの演習科目を開講している。 

  「地域医薬育成講座」（連携講座） - 高度な専門薬剤師や医薬品開発研究者を育成するため

には，臨床現場や医薬品開発現場でスペシャリストとしてあるべき姿を学ぶ必要がある。したがっ

て，本講座ではがん専門薬剤師，感染制御専門薬剤師，精神科専門薬剤師などの臨床を指向した

専門薬剤師や治験コーディネーター，臨床医薬品開発研究者など地域において活躍できる人材の

育成を目指して「インターンシップ研修」を中心に教育研究を行う。 

  「生命環環境倫理学特論」と「特別実験」を講座共通科目として設定している。「生命環境倫理学

特論」では，医療や生命科学に纏わる多種多様な倫理問題，歴史的問題を知り，医療行為および

研究活動に内在する本質について認識を深める。「特別実験」では，医療の現場で指導的薬剤師と

して役割を果たすため，あるいは医薬品研究開発に携わるために必要な研究技術と問題解決能力

を身につける。指導教員ならびに所属する研究室の教員と討議して，関連した研究テーマを選び，

調査や実験を行い，その結果を考察してセミナーや学会などで発表し，論文にまとめる。 

  自己点検・評価 − 本課程では充実した内容の講義が行われている。また，特別実験や演習を

通して，問題発見および解決能力，主体的な研究遂行能力を養っている。病院や企業のインターン

シップ研修では，専門領域に特化した臨床知識や技術の習得，問題発見などに努めている。インタ

ーンシップ修了後は，研修成果の公開報告会を行うとともに，今後の問題点などを洗い出している。

特別実験に関しては，定期的に公開の中間発表会を開催して研究の進捗状況を把握するとともに，

研究の方向性などを教員と議論している。また，大学院特別講演会，DDS研究所セミナー，SOJOセ

ミナーなどを通して最先端研究に触れるとともに，効果的な発表手法なども学んでいる。特別実験

の進捗状況を纏めた第４回中間発表会を平成２８年９月２０日に開催されている。さらに，博士論文

公聴会も平成２８年２月１２日および平成２９年２月１０日に行われ，計６名に学位が授与されている

（添付資料４）。したがって，論文研究を指導するカリキュラムは問題なく順調に進行していると評価

することができる。 

・別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

・履修モデルを添付すること 

 

○ 全大学院生の研究テーマ 

 研究テーマ名 研究の概要 

① 糖化反応物による炎症反応抑

制機構の解明 

(１年生) 

糖化反応物の一種であるジヒドロピラジン類は，グルコサミンの縮合反

応により生成し，炎症反応を制御する転写因子NF-κBの活性化を抑

制する。ジヒドロピラジンによるNF-κB活性抑制機構の詳細な分子レ

ベルでの解明により，炎症反応によりインスリンに対する応答が鈍るこ

とで発症する，２型糖尿病の予防および改善に応用できる可能性があ

る。 

② 超高分子多糖類/シクロデキ

ストリン複合系の医薬への応

用 

(１年生) 

多糖体サクランは，高保湿力，抗粘性・チキソトロピー性により抗炎症

効果が確認されており，アトピー性皮膚炎の緩和等，医療への応用が

期待されている。しかし，その多くは外用であり，サクランの内服による

臨床使用は未だなされていない。そこで，サクランの機能性食材として

の安全性，高い粘性に着目し，生活習慣病予防および治療薬への応
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用を試みる。さらに、このような高分子に対するシクロデキストリンの添

加による高分子の物理化学的性質の変化を利用した製剤素材への応

用も併せて検討する。 

③ アルブミン-薬物コンジュゲー

トの調製と製剤機能評価 

(１年生) 

薬物そのものが有する薬物動態上の欠点を、製剤基剤の利用により

改善するDDS技術が注目されている。中でも，ヒト血清アルブミン

（HSA）は生体適合性に優れ，長い生物学的半減期を有することから，

短い半減期のために頻回投与を余儀なくされる薬物のキャリアとして

利用可能である。本研究では，縮合試薬等を用いて薬物を化学的に

HSAに結合させたアルブミン-薬物コンジュゲートを調製し，その機能性

を評価している。さらに，疾患部位に特異性を持つ化合物を用いた表

面修飾によりターゲティング能を併せ持つコンジュゲートについても検

討を加える予定である。 

④ EPR効果に基づく高分子抗癌

治療とその増強法の検討 

(１年生) 

本研究は，腫瘍血流の改善に着目することで，EPR効果の増強および

より効果的ながん治療につながる併用化学治療法の探索を目的とす

る。内因性の血流促進・血管透過性因子の代表として一酸化窒素

（NO）と一酸化炭素（CO）に注目し，高分子薬剤の腫瘍デリバリーへの

促進作用を検討し，その臨床応用の可能性を明らかにしたい。この結

果を生かすことにより，腫瘍標的性高分子抗がん剤とNO/COとの併用

治療が，効率よく抗がん作用を発揮することが期待される。 

⑤ 抗HBV薬を目指した新規核酸

誘導体の合成 

(２年生) 

B型肝炎の感染者は世界でおよそ２億４千万人いるとされ，年間９０万

人がB型肝炎の合併症で亡くなっており世界的な問題となっている。本

研究では，HBVを標的とした新規ヌクレオシドの開発を目指している。

特に，糖部４’位に着目して置換基，具体的にはアジドを有するヌクレ

オシドを合成し，それらの抗HBV活性を評価している。 

⑥ 新規抗菌薬および抗精神病

薬のPK-PD：タンパク結合と

の関連性 

(２年生) 

近年、新規メカニズムを有する抗菌薬や抗精神病薬が上市されてい

る。これら薬物の体内動態の変動（PKの変化）は，薬効の変化や副作

用の発現（PDの変化）につながることから，有効性と安全性確保の観

点からPKとPDの関連性（PK-PD）を明確にしておく必要がある。一方，

これらの薬物のPKの特性の中でも，タンパク結合に関する詳細な報告

は少ない。そこで本研究では，新規抗菌薬としてダプトマイシン，抗精

神病薬としてアリピプラゾールについて、それらのタンパク結合特性を

評価した。いずれの薬物もアルブミンの特定の結合サイトに強く結合す

ることが示された。 

⑦ Cyclodextrin/Sangelose系の

温度感受性Sol-Gel変換現象

を用いた各種製剤の設計 

(３年生) 

天然あるいは合成高分子に長鎖アルキル基やコレステロールになど

の疎水性残基を導入した疎水化高分子は，機能性素材として医薬品製

剤への応用が行われている。このような疎水化高分子にシクロデキス

トリンを添加すると疎水残基の包接により，高分子の物理化学的性質

は大きく変化する。本研究では，シクロデキストリン添加による高分子

の粘性の逆転現象（低温でゾル，高温でゲル）を利用して，有効性，安

全性に優れる各種製剤（例えば，滞留性点眼剤など）の構築を企図し

ている。 

⑧ アルブミン-リポソームの設計

と機能性評価 

通常，難水溶性薬物をリポソーム内水相へ封入することは困難であ

る。本研究では，血清アルブミン（BSA）の薬物結合特性に着目して、
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(４年生) BSA-リポソームを作製するとともに、その機能を調べ，DDSキャリアと

しての有用性を評価した。すなわち，BSA-リポソームの最適な調製条

件を決めるため，脂質に対するBSA量の充填率，封入効率，粒子径お

よびζ電位を評価した。次いで、封入されたBSAの構造特性を調べる

とともに，BSA-リポソームの安定性や生体適合性などを評価した。加

えて，抗がん薬パクリタキセルをBSAに結合させたリポソームの薬効・

毒性等を調べ，パクリタキセルと比較検討した。 

⑨ 抗がん剤封入ヒト血清アルブ

ミンナノ粒子の設計と評価 

(４年生) 

ヒト血清アルブミン（HSA）は生体適合性に優れ、高い薬物結合性を有

することから，がん治療において薬物のキャリアとしての応用が期待さ

れている。キャリアを用いたがん治療において，サイズ60～130 nmの

ナノ粒子を用いた場合，EPR効果（enhanced permeability and retention 

effect）により，高い腫瘍集積性を示すことが知られている。そこで本研

究では，モデル薬物としてドキソルビシンを用い，約120 nmを示すHSA

ナノ粒子を調製した。また，本ナノ粒子は腫瘍細胞（MCF-7，HepG2）に

取り込まれ，抗腫瘍効果を示すことが示された。 

⑩ キチン・キトサンナノファイバ

ー/スルホブチル-β-シクロ

デキストリンのゲル形成能と

薬物 

(４年生) 

天然高分子であるキチンを部分的に脱アセチル化したキトサンナノファ

イバー(CS-NF)は，アミノ基を有するためカチオン型新規機能性素材と

して医薬品製剤への応用が期待されている。このようなカチオン型高

分子にアニオン性複合体化剤sulfobutyl ether β-cyclodextrin (SBE-

β-CyD)を添加すると静電相互作用により，高強度gelが調製される。

本研究では，調製した高強度gelを利用して，有効性，安全性に優れる

各種製剤への応用を企図している。 

⑪ ヘモグロビン小胞体(HbV)が

輸血関連時に与える臓器へ

の影響 

(４年生) 

輸血関連臓器障害は，その詳細は未だ十分に明らかにされていないも

のの，外傷や感染症などの被輸血者側の素因と，血液製剤側の両面

により好中球が活性化されることが一因と考えられている。そこで本研

究では，出血性ショックラットに対し新鮮赤血球濃厚液，保存赤血球濃

厚液，HbVで蘇生した場合の障害と比較評価した。HbVは出血性ショッ

ク時における輸血製剤として新鮮赤血球製剤と同様な蘇生効果を示す

ことが判明した。また，健常ラットにHbVを投与後の薬物代謝酵素やト

ランスポーターについて，発現量の変動を質量分析により網羅的に解

析したところ，HbVの影響は観察されず安全性が裏付けられた。 

・在籍する全大学院生の研究テーマ名及び研究の概要を記載すること 

・研究の概要については，テーマ設定の着想点、研究成果が薬剤師の実務など臨床に与える影響等を「アド

ミッションポリシー，カリキュラムポリシー，ディプロマポリシー」との整合性を踏まえつつ，簡潔に記載する

こと 

 

○ 医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究体制 

  熊本市内の医療機関（２病院）あるいは製薬企業（１施設）でインターンシップ研修を行い，医療

現場で指導的立場の薬剤師として職能を発揮するため，あるいは医薬品研究開発に携わるために

必要な研究技術と問題解決能力を身につける。具体的な実施形態は以下の通りである。 

１．研修前に研修先の指導教員（薬局長，病院長，診療科長などの崇城大学臨床教授）と薬学研究
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科教員（研究科長，専攻長，所属する研究室の教員など）間で研修計画を確認する。 

２．大学院生は，研修前に研修先教員（薬剤師および医師）の面接を受け，希望する研修内容，学

びたい臨床知識・技術，研修先診療科などを伝える。研修先教員は大学院生の希望を考慮して

研修計画を立てる。 

３．研修が開始される。平成２８年度は大学院生４名が病院の癌あるいは感染症治療，血液内科な

どの診療科においてカンフアレンスや研究発表会に参加するとともに，関連疾患の治療に関す

る文献調査を行った。また，巡回診療などにも帯同し見聞を深める。 

４．研修修了後，レポートを作成する。 

  自己点検・評価 − 医療機関および企業と関連した教育・研究は順調に進行していると判断す

ることができる。 

（注）他職種との連携も含む 

・研究テーマと関連づけて記載すること 

・連携先の医療機関・薬局等関連施設側の指導体制も踏まえて記載すること 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

  学位の取得要件 – 学位の取得条件は，下記に示す31単位以上を修得し，学位論文の提出，

予備審査および研究科委員会の審査にて認定後，最終試験に合格することである。予備審査は，

博士課程修了のための研究指導における最終段階に位置付けられるもので，「審査対象論文」およ

び「博士論文」が学位請求に妥当する水準に達しているか否かを判定し，必要な最終的な指導を行

う。予備審査の申請要件は，申請者が博士課程の修了要件を満たしていること，1編以上の関連論

文（少なくとも1編は査読を備えた学術雑誌に掲載されたもの，もしくは掲載が決定したもの）を公表

していることである。予備審査会は，薬学研究科委員会委員から構成され，審査委員長1名と2名以

上の審査委員で行われる。予備審査の合格を持って学位審査請求が認可される。最終試験では，

公聴会において申請者が論文内容を口頭発表し(２５分間)，審査委員長や審査委員，出席者との質

疑応答(２５分間)が実施される。発表内容と質疑応答の評価・報告は，公聴会後に審査委員長と審

査委員が行い，薬学研究科委員会で審議の上，最終審査を行う。最終試験に合格した後，学位論

文は冊子体として印刷し公表するほか，電子ファイルとして本学ホームページにおいても公開する。 

  博士課程の修了要件 - 所属する講座の授業科目（講義4単位、演習4単位）に加え，連携講座

の必修科目（インターンシップ３単位）と講座共通の必修科目（生命環境倫理学特論２単位，特別実

験１０単位）および演習1科目（２単位）と講義科目（６単位），総計３１単位以上を修得しなければな

らない。 

 

○ 修了者の博士論文名、学術雑誌への掲載状況、進路状況 

 
博士論文名 

学術雑誌への掲載状況 修了者の 

進路状況 タイトル 雑誌名 暦年・掲載号・頁 

1 ダイレクト・リプ

ログラミング法

Functional validation and 

expression analysis of 

eNeurologicalSci 2017年 

6巻 

崇城大学 

薬学部 
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による皮膚線維

芽細胞の骨格

筋細胞への分

化誘導 

myotubes converted from skin 

fibroblasts using a simple 

direct reprogramming strategy 

 9−15頁 助教 

(社会人) 

2 高い腫瘍選択

性を有する高分

子化抗がん剤

の開発に関する

基礎的研究 

Effect of different chemical 

bonds in pegylation of zinc 

protoporphyrin that affects 

drug release, intra- cellular 

uptake, and therapeutic effect 

in the tumor 

 

Synthesis and therapeutic 

effect of styrene–maleic acid 

copolymer-conjugated 

pirarubicin 

 

Comparison of the 

pharmacological and biological 

properties of HPMA 

copolymer-pirarubicin 

conjugates: A single-chain 

copolymer conjugate and its 

biodegradable tandem-diblock 

copolymer conjugate 

European Journal 

of Pharmaceutics 

and 

Biopharmaceutics 

 

 

 

Cancer Science 

 

 

 

 

European Journal 

of Pharmaceutical 

Sciences 

2015年 

89巻 

259−270頁 

 

 

 

 

2015年 

106巻 3号 

270−278頁 

 

 

2017年 

DOI: 

10.1016/j.ejps.20

17.05.031 

九州保健 

福祉大学 

薬学部 

助教 

(一般)  

3 終末糖化生成

物の産生を抑

制するイカリソ

ウ由来のプレニ

ルフラボノイド

に関する研究 

 

Two new prenylflavonoids from 

Epimedii Herba and their 

inhibitory effects on advanced 

glycation end-products 

 

Inhibition of gingipainsand 

Porphyromonas gingivalis 

growth andbiofilm formation 

byprenyl flavonoids 

Journal of Natural 

Medicines 

 

 

 

Journal of 

Periodontal 

Research 

2016年 

70巻 2号 

290−295頁 

 

 

2017年 

52巻 1号 

89−96頁 

湧永製薬 

株式会社 

(一般) 

4 アルブミン製剤

におけるN-アセ

チル-L-メチオ

ニンの安定化剤

としての有用性

評価 

The role of N-acetyl- 

methioninate as a new 

stabilizer for albumin products 

 

N-acetyl-L-methionine is a 

superior protectant of human 

serum albumin against 

photo-oxidation and reactive 

oxygen species compared to 

N-acetyl-L-tryptophan 

 

N-acetyl-L-methionine is a 

International 

Journal of 

Pharmaceutics 

 

Biochimica et 

Biophysica Acta – 

General Subjects - 

 

 

 

 

Biochemistry and 

2007年 

329巻 1−2号 

19−24頁 

 

2014年 

1840巻 9号 

2806−2812頁 

 

 

 

 

2016年 

株式会社

ファーマダ

イワ 

(社会人) 
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superior protectant of human 

serum albumin against 

post-translational oxidation as 

compared to N-acetyl-L- 

tryptophan 

 

Crystallographic analysis of 

the ternary complex of 

octanoate and N-acetyl-L- 

methionine with human serum 

albumin reveals the mode of 

their stabilizing interactions 

Biophysics 

Reports 

 

 

 

 

Biochimica et 

Biophysica Acta -  

Proteins and 

Proteomics – 

6巻 

266−274頁 

 

 

 

 

2017年 

DOI: 

10.1016/j.bbapa

p.2017.04.004 

5 酸化ストレス性

疾患への応用

を目的とした親

水性C60(OH)10/

シクロデキスト

リンナノ粒子の

製剤の構築 

Preparation of hydrophilic 

C60(OH)10/2-hydroxypropyl- 

β-cyclodextrin nanoparticles 

for the treatment of a liver 

injury induced by an overdose 

of acetaminophen 

 

In vitro and in vivo evaluation 

of hydrophilic C60(OH)10/2- 

hydroxypropyl-β-cyclodextrin 

nanoparticles as an antioxidant 

Biomaterials 

 

 

 

 

 

 

Journal of 

Pharmaceutical 

Sciences 

2015年 

45巻 

115−123頁 

 

 

 

 

2016年 

105巻 9号 

2959−2965頁 

富永薬局 

(一般) 

6 ウマにおける 

S. fayeriの簡易

検査法の開発

を基盤とした寄

生部位の解析 

The development of a novel, 

validated, rapid and simple 

method for the detection of 

Sarcocystis fayeri in horse 

meat in the sanitary control 

setting 

Biocontrol 

Science 

2016年 

21巻 2号 

131−134頁 

熊本県庁 

(社会人) 

・既修了者の博士論文名、博士論文に関連する論文の学術雑誌（査読付きのもの）への掲載状況及び修了

者の進路状況を記載すること 

 

○ 社会人大学院生への対応状況 

  自己点検・評価 — 本博士課程は，学部からの進学者だけではなく，臨床現場や企業，官公庁

などの社会人に対しても広く大学院生を求めている。これまで８名の社会人大学院が入学した。平

成２４度(開設初年度)に入学した２名は順調に４年間で課程を修了し，博士(薬学)の学位を取得し

た。続いて，平成２５年度には３名の社会人大学院生が入学し，内２名は滞りなく４年間で学位を取

得した。他１名も平成２９年１０月の学位取得を目指して現在学位論文を作成中である。開設当初よ

り，社会人大学院生が受講する講義や演習科目は，夜間開講や週末などの集中開講などを行い，

無理なく受講できるよう柔軟な対応に心掛けた。社会人大学院生に門戸を開き大学院生を獲得する

ために，今後もこれまでと同様の対応を継続する。現在四年生を除く各学年に一名ずつ社会人大学

院生が在籍しているが，入学以来今日まで講義や演習の受講状況は良好である。また，一般大学
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院生と比べて特別実験の進捗状況にも著しい遜色は無い。したがって，社会人大学院生に対しても

良好な研究遂行環境を提供することできているものと判断できる。 

・入学者選抜や入学後の履修における社会人への対応状況について、自己点検・評価（工夫や今後の課題

を含む）を行うこと 

 

○ 今後の充実・改善 

  本博士課程定員（５名）の充足と研究活動の充実は大きな二つの課題である。平成２９年５月1日

現在，在籍する大学院生は１１名であり，定員充足率は５５％である。過去３年間は同程度の値を推

移している。充足率を上げるためには，従来通り学部から進学する一般大学院生および社会人大

学院生の両方をソースとし，それぞれの入学者数を増やす必要がある。そして，中途退学者を減ら

す工夫が重要である。 

  一般大学院生の確保において，学部学生に大学院進学を勧めるに当たっては，学位取得後の

いくつかのモデル進路を例示することが重要であると考える。本博士課程は，薬物治療のリーダー

となるべく医薬品の適正使用を実践できる指導的臨床薬剤師の育成を目指している。したがって，

大学院修了者の主な進路は病院などの医療機関であり，医療現場で指導的臨床薬剤師として活躍

することを望んでいる。また，セルフメディケーションによる一般薬(OTC)を用いた治療の拡充が予

想されるため，高度な実践能力を持つプライマリ・ケア専門薬剤師としてOTC薬局への進路も考えら

れる。さらに，本博士課程は，薬物治療に精通した医薬品開発研究者の育成も目指している。博士

課程在籍中に医薬品や保健機能食品の開発研究，医薬品管理・行政などに興味を持った大学院生

に対しては，企業や官公庁への進路も勧める。大学本部の就職課や薬学部の進路支援室との連携

を強めて進路の開拓に努める。特に、学部学生の実務実習機関への訪問，共同研究を展開してい

る民間企業への依頼などを積極的に推進する。 

  これまで社会人大学院生の中から数名の中途退学者が出ている。退学にはいくつかの要因が

挙げられるが，旺盛な修学意欲があっても金銭的な問題を抱えて退学を余儀無くされた社会人大学

院生がいる。そのような状況を改善し退学者を一人でも減らすためには，学納金の低減は著効であ

ると考えられる。これは入学者増にも有効であることは明らかである。これまで以上に社会人大学

院学生の入学者を確保し，退学者を減らすための一つの方策として，大学院入学金や授業料の減

額などの金銭的負担の軽減措置を検討する。また，外部の奨学金制度などにも広く目を向け，獲得

を目指して検討する。 

・自己点検・評価を踏まえ、大学院４年制博士課程の教育・研究における今後の充実・改善に向けた方策や

課題を記載すること 

・大学院生の在籍状況（定員充足の状況、修了・退学率等）や修了後の進路状況を踏まえた方策や課題に

ついても記載すること 

 



添付資料１	
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科  目  名 

臨床診断学 

 1 年 前期 1 単位 選択 

松倉 誠 

内田 友二 
 

【概 要】 
  臨床診断に際して用いられる臨床症状、兆候及び検査所見（臨床検査、画像検査など）の解説を行う。臨床
診断には、特異的所見や特異的検査所見があり直ぐに確定診断へとつながるものもある。しかし、除外診断や
治療的診断という必ずしも真っすぐに最終臨床診断まで行き着く事がなく、暫定的な診断名のもとに、治療行為
を行うなど複雑なプロセスが時としてある。実学としての臨床診断学を学び、更に提示した症例における診断を
試みる。 
 
【到達度目標】 
  1．各器官系が障害される代表的な疾患を列挙し、それらの病態や臨床症候を説明できる。 
  2．各器官系が障害される代表的な疾患について、臨床検査や画像検査などの検査所見を説明できる。 
  3．臨床症候や検査所見から、鑑別疾患を挙げることが出来る。 
  4．特に代表的な疾患については、除外診断を行い、確定診断に至ることが出来る。 
 
【授業計画】 
  1．神経系疾患 
  2．消化器系疾患 
  3．呼吸器系疾患 
  4．循環器系疾患 
  5．血液／造血器系疾患 
  6．内分泌系疾患 
  7．腎／泌尿器系疾患 
  8．免疫／アレルギー疾患 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
  オムニバス形式で行う（1 回～4 回：内田、5 回～8 回：松倉） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本的知識の習得度や論理的思考ができているかを評価す
る。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）とレポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  薬物治療学特論、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）、必要に応じてパワーポイントを使用する。 
 
【履修上の注意】 
  解剖学や機能形態学や病態生理学などの知識を背景とし、診察所見に臨床検査所見を加味した上で、診
断に至るプロセスを理解してほしい。 
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科  目  名 

薬物治療学特論 

 1 年 後期 2 単位 選択 

松倉 誠 

内田 友二 
 
【概 要】 
  臨床医学の中で、診断学と治療学と大別されるが、治療学の中心をなしているのが薬物治療である。実際
の臨床では同一の診断のもとにおいても、多くの要因で薬物治療が異なって来る（個別化）。患者の臨床症状
をシミュレーション（あるいは実際の経過・症状）し、どのような分子レベルでのエビデンスをもとに処方するかを
考える。病院内での薬剤師による回診で、薬物治療のコンサルテーションが出来るように訓練する 
 
【到達度目標】 
  1．患者で行われている薬物治療の実際を学び、その薬剤が選択された医学的根拠を学習する。 
  2．薬物治療の中で、特に進歩が著しく分子レベルでの働きが明確な新薬について学習する。 
  3．病棟での回診を模し、患者での薬物治療についてのコンサルテーションを行う。 
  4．薬物抵抗性のメカニズムを学習し、どのような方法論で抵抗性を克服するかを考える。 
 

【授業計画】 
  1．中枢神経系（遺伝性てんかん、難治性てんかん） 
  2．内分泌疾患（高カルシウム血症、骨粗鬆症など） 
  3．循環器疾患（心筋梗塞など） 
  4．腎疾患（IgA 腎症） 
  5．代謝疾患（ファブリー病など） 
  6．血液疾患（白血病） 
  7．消化器疾患（クローン病、潰瘍性大腸炎など） 
  8．眼科・耳鼻咽喉科疾患（加齢黄斑変性症） 
  9．泌尿器・生殖器疾患（前立腺がん） 
 10．免疫疾患（関節リュウマチ） 
 11．感染症 １（HIV 感染症） 
 12．感染症 ２（耐性菌感染症） 
 13．感染症 ３（結核） 
 14．悪性疾患 １（乳癌） 
15． 悪性疾患 ２（非小細胞肺癌） 

 
【授業方法】 
  SGD、上記疾患の中で、分子レベル病態解明されており、薬物治療が最近開発されて一般に使用され始め
た患者の症例検討 
オムニバス形式で行う（奇数授業を松倉、偶数授業を内田が担当する） 
 
【学習到達度の評価】 
  実際の患者のケースで薬物治療の実際を学ぶ。採用された薬物治療の根拠と結果。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、患者での治療法をまとめたレポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医薬品安全性学特論、医療薬剤学演習、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  患者の経過プリント（講義中に配布）およびレビュー論文。 
 
【履修上の注意】 
  連携病院での臨床症例を集め、検討するのでカルテに記載してあるデータなどをしっかり理解する必要が
ある。 
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科  目  名 

医薬品安全性学特論 

 2 年 前期 2 単位 選択 

瀬尾 量 

山﨑 啓之 
 
【概 要】 
  ヒトゲノムプロジェクトの急速な進歩により、遺伝情報に基づいて、より安全性の高い医薬品の開発や副作
用を軽減するための個別薬物療法が可能な時代が訪れた。今後の医薬品開発現場および医療現場には、こ
れらの情報を最大限に活用できる人材が必要となる。また、分子標的薬などの新作用メカニズムを有する医薬
品が次々に上市されている現状では、これらに関する安全性情報を迅速に収集・把握し、医薬品の適正使用に
確実に反映させることが臨床では求められる。これまでの事後対応型から予測・予防型の医薬品安全対策の
推進を目指し、すなわち、医薬品の安全性を担保するため、専門的知識と行動力を修得する。 
 
【到達度目標】 
  1．トキシコゲノミクスおよびファーマコゲノミクスを理解し、これらの情報に基づく治療薬開発について説明でき

る。 
  2．代表的な分子標的治療薬を列挙し、その作用メカニズムおよび安全性情報について説明できる。 
  3．遺伝子多型を含む毒性発現への影響因子を列挙し、これらの影響因子を考慮した個別薬物療法を提案で

きる。 
 

【授業計画】 
  1．医薬品開発における安全性評価の実際 概説 
  2．トキシコゲノミクスと医薬品開発 
  3．ファーマコゲノミクスと医薬品開発 
  4．レポート作成（１） 
  5．新作用メカニズム医薬品の安全性 概説 
  6．分子標的治療薬と安全性（１）抗体医薬 
  7．分子標的治療薬と安全性（２）低分子化合物 
  8．分子標的治療薬と安全性（３）核酸医薬 他 
  9．レポート作成（２） 
 10．安全性情報に基づく個別薬物療法 概説 
 11．毒性発現への影響因子を考慮した個別薬物療法（１）：遺伝的要因 
 12．毒性発現への影響因子を考慮した個別薬物療法（２）：年齢・生理的要因 
 13．毒性発現への影響因子を考慮した個別薬物療法（３）：併用薬物 
 14．レポート作成（３） 
 15．レポートを題材にした解説と討論 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医療薬剤学演習、薬物治療学特論、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  今後、医薬品を開発および使用する際に、医薬品の安全性に関係する遺伝情報の利用は必須となってくる。
このことを十分理解したうえで履修すること。 
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科  目  名 

プライマリ・ケア実践論 

 2 年 前期 1 単位 選択 

中嶋 弥穂子 

田中 元子 
 
【概 要】 
  今後、在宅医療の進展に伴い、専門薬剤師の認定化が実施されるプライマリ・ケア薬剤師の役割や職能お
よびチーム医療での多職種間連携の重要性について理解する。具体的には、副作用の早期発見に必要とされ
るバイタルサインの基本的知識や技能を修得する。さらに、EBM の公式に沿って臨床研究論文を読み、適切な
医療情報を構築することにより、プライマリ・ケアにおける EBM 実践の重要性について理解を深める。 
 
【到達度目標】 
  1．副作用発見のきっかけになるバイタルサインの変化について説明できる。 
  2．在宅医療における薬剤師の役割を列挙し、多職種間連携のあり方について説明できる。 
  3．頻度の多い副作用、危険な副作用発見のきっかけになる所見について説明できる。 
  4．ランダム化比較試験やメタ分析の論文をEBMの公式に沿って読み、プライマリ・ケア実践のために適切な医

療情報を構築し提供できる。 
 
【授業計画】 
  1．プライマリ・ケア薬剤師に必要な知識と技能 概説 
  2．薬剤師に必要なバイタルサイン 
  3．在宅医療における薬剤師の役割と多職種間連携 
  4．レポート作成（１） 
  5．副作用の早期発見 
  6．プライマリ・ケアにおけるEBMの実践 
  7．レポート作成（２） 
  8．レポート（１）および（２）を題材にした解説と討論 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医薬品情報評価学演習、薬物治療学演習、薬物治療学特論、医薬品安全性学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  今後、在宅医療の進展に伴い、専門薬剤師の認定化が実施されるプライマリ・ケア薬剤師の役割や職能を
理解する重要性が高まることは必須である。このことを十分認識したうえで履修すること。 
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科  目  名 

薬物治療学演習 

 1～3 年 前期 2 単位 選択 

松倉 誠 

内田 友二 
 
【概 要】 
  臨床の現場では、同一の診断がなされ、重症度や病期がほぼ同じ場合においても、多くの要因によって治
療薬の選択や組合せが異なってくることが多々ある。患者の病歴、診察所見、検査結果などからその患者の病
態を考え、なぜその治療薬が選択・処方されているのかを考察する。病院内での医療チームによる回診で、「く
すり」の専門家である薬剤師として薬物治療に関するコンサルテーションに応えられるようにする。 
 
【到達度目標】 
  1．病歴、診察所見、検査結果からその患者の病態を考察し，治療上の問題点を抽出できる。 
  2．種々の問題点を解決するために最も適切と考えられる薬物治療案を提案できる。 
  3．最新の治療薬の開発状況について概要を把握する。 

 
【授業計画】 
  1．中枢神経疾患（難治性てんかん）  （ 1〜 3 回） 
  2．精神疾患（統合失調症）   （ 4〜 6 回） 
  3．代謝疾患（先天性代謝異常）  （ 7〜 8 回） 
  4．内分泌疾患（２型糖尿病）   （ 9〜11 回） 
  5．循環器疾患(心不全、急性冠症候群)  （12〜13 回） 
  6．免疫疾患(関節リウマチ、重症筋無力症) （14〜15 回） 

 
【授業方法】 
  演習、症例検討をオムニバス形式で行う。（上記 1、2、3 は松倉担当、4、5、6 は内田担当） 
 
【学習到達度の評価】 
  各自が最も適切と考えられる薬物治療案を提示し、該当疾患に対する薬物治療に関する知識の習得や論
理的思考が出来ているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、模擬患者での治療法を検討したレポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医薬品安全性学特論、医療薬剤学演習、薬物治療学特論、臨床診断学 
 
【教材】 
  模擬患者の経過表（演習時に配布） 
 
【履修上の注意】 
  治療薬の名称、分類、作用機序と併せて、症例の病歴、診察所見，検査値などを正確に理解する必要があ
る。 
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科  目  名 

医療薬剤学演習 

 1～3 年 後期 2 単位 選択 

瀬尾 量 

山﨑 啓之 
 
【概 要】 
  医薬品の薬剤学的特性（剤形や薬物動態特性など）と患者背景（併用薬食物、遺伝情報、病態など）を考慮し
ながら、いかにしてより最適な薬物投与設計を行うかについて、最新の学術論文や自身の研究成果の紹介、討
論を行いながら検討する。これらの演習を通してテーラーメイド薬物治療の実践を修得する。 
 
【到達度目標】 
  臨床現場で起きている事象または問題を、薬剤学の理論・知見に関連付けて理解・解決できる能力・技術の
習得を目的とする。 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解し、評価できる。 
  2．最新の薬剤学関連分野の研究動向をフォローアップできる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる薬剤学およびその関連分野の英語論文を題材とし、最新の研究成果についての読解とパワー
ポイントを用いたプレゼンテーション、および討論によるLTD (Learning through discussion)学習を行う。 
  1．薬物動態関連タンパク質の構造・機能と薬物療法の最適化   （ 1～ 3回） 
  2．Drug Delivery System（DDS）の特性と薬物療法の最適化    （   4、5回） 
  3．ジェネリック医薬品の品質と薬物療法の最適化     （     6回） 
  4．薬物濃度およびバイオマーカーを考慮した薬物療法の最適化   （ 7～ 9回） 
  5．併用薬食物を考慮した薬物療法の最適化     （    10回） 
  6．患者の病態を考慮した薬物療法の最適化     （11～13回） 
  7．ファーマコゲノミクスとテーラーメイド医療     （ 14、15回） 
  また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点），プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医薬品安全性学特論、薬物治療学特論、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  最新の薬剤学・医学等の領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  薬動態学・薬物投与設計学などの復習の他、関連する最新論文を読みこなす英語力を身につけておいてほ
しい。 
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科  目  名 

医薬品情報評価学演習 

 1・2 年 前・後期 1・2 単位 必修/選択 

中嶋 弥穂子 

吉武 康之 
 
【概 要】 
  今日、医薬品の情報はインターネットなどを通じて誰もが容易に入手できるようになった。しかしこれらの情報
を正しく理解し、評価するためには多くの薬学的知識が必要となる。本演習では医薬品の研究・開発段階で集積
される薬剤情報や、医薬品添付文書等の情報を正確に収集・評価するために、医薬品データベースの活用方法
や、医療現場での医薬情報活動について学ぶ。また実践的方法としてテキストレベルでの情報の検索・加工や、
簡易医薬品データベースの作成、臨床症例毎の患者情報の評価を行うことで、情報の多次元的な活用を修得す
る。 
 
【到達度目標】 
  医薬品情報の取扱いに対して必要な能力・技術の習得を目的とする 
  1．医薬品として必須の情報を列挙し、その収集・加工及び評価ができる。 
  2．目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、中毒など）に合った適切な情報源を選択し、検索、収集が

できる。 
  3．医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床上の問題を解決するために必要な情報を構築し、提供できる｡ 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる項目に基づき、講義及びパーソナルコンピュータを用いて演習を行い、演習課題について討論
を行う。 
  1．医薬品情報：研究開発過程、市販後調査で得られる医薬品情報 
  2．医薬品添付文書、医薬品インタビューフォーム 
  3．医薬情報データベース（1）：ChemFinder、 MEDLINEを用いた検索 
  4．医薬品データベース（2）：スクリプト言語を用いたテキスト情報検索 
  5．医薬品データベース（3）：スクリプト言語を用いたテキスト情報の加工 
  6．医薬品データベース（4）：アプリケーションソフトウェアを用いた簡易医薬品データベースの作成 
  7．医薬品情報評価学：薬剤評価学、薬剤疫学、統計学的評価 
  8．臨床現場での医薬情報活動（1）：新薬情報の評価と医薬品採用 
  9．臨床現場での医薬情報活動（2）：病院における医薬品情報の収集・評価・提供 
 10．臨床現場での医薬情報活動（3）：保険薬局における医薬品情報の収集・評価・提供 
 11．臨床現場での医薬情報活動（4）：医療機関における治験薬情報の評価 
 12．臨床現場での医薬情報活動（5）：臨床試験論文の収集・評価・提供 
 13．データベースを用いた副作用情報の収集・評価・提供 
 14．臨床症例を用いたEBMの実践と医薬品情報の評価：レポート作成 
 15．レポートを題材にした解説と討論  
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（演習中は巡回型指導を行う。課題は電子メールにて集約し、討論を行う。） 
 
【学習到達度の評価】 
  課題内容及び討論にて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  提出課題（60点）および討論への参加（40点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  薬物治療学特論、医薬品安全性学特論、プライマリ・ケア実践学 
 
【教材】 
  授業の中で指示する。 
 
【履修上の注意】 
  テキストデータの加工からデータベースの作成まで一連の操作を実際に体験し、演習により培ったスキルを
実際の臨床現場で生かしてほしい。 
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科  目  名 

ＤＤＳ特論 

 1 年 前期 2 単位 選択 

平山 文俊 

方   軍 
 
【概 要】 
  DDS 技術は、抗がん薬、抗炎症薬、循環器用薬など幅広い医薬品に適用され、最近ではタンパク質医薬品
や抗体医薬の実用化、遺伝子治療の実現に不可欠な技術となっている。本講義では、グローバルな視点から、
研究開発が活発になされている各種放出制御型 DDS、経粘膜・経皮吸収型 DDS、大腸送達システム、遺伝子
治療システム、高齢者に優しい DDS などの設計・評価における基本的事項および急速な進歩がみられる各種
機能性素材や機能性デバイスの有効利用法について解説する。 
 
【到達度目標】 
  1．投与経路に従って分類したDDS製剤の代表例を列挙し、それらの薬物放出機構を説明できる。 
  2．DDS製剤の設計に用いられる機能性素材を列挙し、それらの機能ついて説明できる。 
  3．DDS製剤に用いられる機能性デバイスを列挙し、それらの機能ついて説明できる。 
 
【授業計画】 
  1．薬物の投与形態と生体内運命 
  2．薬物放出制御の理論および物質移動速度論 
  3．経口コントロールドリリース製剤 
  4．外用コントロールドリリース製剤 
  5．注入型コントロールドリリース製剤 
  6．経鼻投与型 DDS 
  7．経肺投与型 DDS 
  8．大腸薬物送達システム 
  9．受動的標的化 DDS 
 10．能動的標的化 DDS 
 11．遺伝子治療システム 
 12．高齢者用 DDS 製剤の設計と評価 
 13．次世代の DDS 技術 
 14．レポート作成 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論を通じて、基本知識の習得度を確認する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  DDS 演習、DDS マテリアル化学演習  
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  実際に臨床使用されている数多くの DDS 製剤について調査し、その放出機構や薬物送達機構を理解して
ほしい。 
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科  目  名 

薬物動態制御学特論 

 1 年 後期 2 単位 選択 

小田切 優樹 

安楽  誠  
 
【概 要】 
  医薬品を効率的に開発する上で、また医薬品を適正に使用する上で、薬物動態特性を的確に把握すること
は必要不可欠である。事実、薬物体内動態の個人差が薬物速度論的アプローチや分子生物学的研究により、
副作用の原因になっていることが証明されている。本講義では、薬物動態を分子レベルで理解するために、代
表的な薬物動態解析法に加え、薬物動態を制御しているトランスポータ、代謝酵素、血清蛋白などの構造・機
能について解説する。 
 
【到達度目標】 
  1．代表的な薬物動態解析法を列挙し、それらを用いた薬物の体内動態（血中及び作用部位濃度、副作用発

現率）について説明できる。 
  2．代表的な薬物動態関連物質（トランスポータ、代謝酵素、血清蛋白）を列挙し、その作用メカニズムについて

説明できる。 
  3．最新の生物薬剤学的研究手法を列挙し、それぞれの手法の測定原理と測定結果により解明された薬物動

態関連物質の構造・機能について説明できる。 
 
【授業計画】 
  1．薬物の生体膜透過機構概論 
  2．薬物吸収・分布概論 
  3．薬物代謝・排泄概論 
  4．レポート作成（１） 
  5．薬物速度論概論（１）各種コンパートメントモデルによる薬物動態解析 
  6．薬物速度論概論（２）コンピュータ（MULTI）による薬物動態解析 
  7．薬物速度論概論（３）臨床現場における薬物動態解析 
  8．薬物速度論概論（４）各種製剤開発における薬物動態解析 
  9．レポート作成（２） 
 10．薬物輸送とトランスポータの役割 
 11．薬物間相互作用の定量的予測 
 12．薬物動態の個人間変動 
 13．病態時における薬物動態変動 
 14．レポート作成（４） 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
  本授業はオムニバス方式（1～9：小田切、10～15：安楽）で行う。 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  薬物動態制御学演習、DDS 特論、DDS 演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  薬物動態学的な視点から、創薬あるいは育薬研究ができるように、薬物動態学の基礎力および応用力をし
っかりと修得してほしい。 
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科  目  名 

医薬分子設計学特論 

 2 年 前期 2 単位 選択 

衞藤 仁 

井本 修平 
 
【概 要】 
  プロドラッグは生体内の薬物代謝機構を活用した薬であり、有機化学的アプローチが可能な DDS の一形態
である。既知の代謝・分解経路を参考に、プロドラッグに適した化学修飾を効率的にデザインするためには、有
機化学的な視点から分子の性質や化学反応性を理解することが必須である。プロドラッグを始めとした DDS が、
どのような化学的理論に基づいて合理的設計がなされているかについて、実例をもとに学習する。  
 
【到達度目標】 
  1．薬物のプロドラック化によるDDSについて、有機化学的側面から説明できる。 
  2．代表的なプロドラッグを列挙し、それらの有機化学的特徴、作用機構や有用性について説明できる。 
  3．核酸医薬品を含む次世代型医薬品DDSの現状について説明できる。 
 
【授業計画】 
  1．医薬分子設計の方法論 
  2．計算機支援による医薬分子設計 
  3．構造活性相関と医薬分子設計 
  4．プロドラッグの概念 
  5．プロドラッグの設計と実例（１） 
  6．プロドラッグの設計と実例（２） 
  7．まとめとレポート作成（１） 
  8．次世代の医薬品とDDS技術概論  
  9．外部刺激応答型ドラッグデリバリーシステム  
 10．ペプチド・タンパク質医薬品のDDS  
 11．核酸医薬品の現状と展望 
 12．担体利用による核酸医薬品のDDS  
 13．構造修飾による核酸医薬品のDDS  
 14．まとめとレポート作成（２） 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  パワーポイント等を利用した講義（討論を含む） 
  本授業はオムニバス方式で行う（1～7 および 15：衛藤、8～14：井本） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  DDS 特論、DDS 演習、DDS マテリアル化学演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  プロドラッグを始めとした DDS がどのような有機化学的理論に基づいて設計されているのか、分子レベルで
理解してほしい。 
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科  目  名 

分子イメージング 

 2 年 前期 1 単位 選択 

竹下 啓蔵， 

原武 衛 
 
【概 要】 
  生体内の分子の動きを可視化する技術、すなわち分子イメージング法は DDS 製剤の体内動態評価、病態
解析を通した医薬品の薬効評価など、薬学領域においてもその有用性が高まっている。本講義では、研究や
臨床で汎用されつつある SPECT、PET、MRI 等について原理、特徴、薬学への応用を解説する。さらに、蛍光な
どを用いた光イメージングや最近開発されつつある最先端の生体イメージング法についても紹介する。 
 
【到達度目標】 

1．代表的な分子イメージング法について、原理と特徴を説明できる。 
2．分子イメージング法の薬学領域での応用を説明できる。 

 
【授業計画】 
  1．分子イメージング概論 
  2．SPECT•PETの原理 
  3．SPECT•PET用造影剤と分子プローブ 
  4．MRIの原理 
  5．MRI造影剤と分子プローブ 
  6．光イメージング 
  7．生体イメージングの最先端 
  8．課題発表と討論 
 
【授業方法】 
  講義（発表•討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論および課題発表を通じて、基本知識の習得度や論理的思考を評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、課題•討論（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  DDS 特論、DDS 演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  分子イメージング法を適切に利用するために、各分子イメージング法の原理をもとに相違点と長所•短所を
理解すること。 
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科  目  名 

治験コーディネート論 

 1 年 後期 1 単位 選択 

渡邊 博志 

南 留美子 
 

【概 要】 

  医薬品開発過程で最も重要な鍵を握るのは医薬品の真の薬効をヒトで評価するための臨床試験（治験）である。そこで、

本講義では、医薬品開発における治験の位置づけや基本的知識と臨床試験結果を統計学的に処理する能力を培う。また、

治験コーディネーター（CRC）の基本的な業務内容を理解し、それを実施する上で求められる適切な態度や倫理観を修得す

る。 

 

【到達度目標】 

  1．治験/臨床開発の現状を理解し、医薬品開発の概要について説明できる。 

  2．治験事務局、治験担当医師、治験コーディネーター、製薬会社の開発担当者の業務について説明できる 

  3．医師主導型治験、国際共同治験について説明できる。 

 

【授業計画】 

  1．医薬品開発における治験の位置づけ 

  2．バイオ医薬品、タンパク質医薬品、ゲノム医薬品、遺伝子治療 

  3．治験事務局及び治験コーディネーターの業務 

  4．治験薬概要書、治験実施計画書（プロトコル）、被験者選択基準・除外基準、インフォームドコンセント 

  5．医師主導型治験、国際共同治験 

  6．有害事象・補償等トラブル事例への対応、プロトコルからの逸脱とその対処法 

  7．レポート作成 

  8．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 

 

【授業方法】 

  講義と演習（討論を含む） 

 

【学習到達度の評価】 

  講義での討論及びレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 

 

【評価方法】 

  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 

 

【関連科目】 

  医薬品安全性学特論、医薬品情報評価学演習、薬物動態制御学特論 

 

【教材】 

  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 

 

【履修上の注意】 

  治験/臨床開発業務とは、新薬開発の最終段階において、臨床試験を実施し、医薬品候補化合物の薬理効果、安全性、

使用方法等について検討する業務である。どのように治験業務が遂行されるかを学び理解を深めてほしい。 
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科  目  名 

ＤＤＳ演習 

 1～3 年 前期 2 単位 選択 

平山 文俊 

前田 浩 
 
【概 要】 
  DDS開発研究に関する一連の論文を取り上げて討論を行いながら、DDS製剤開発の基本概念及び新規DDS
開発の方法論・評価法を修得し、さらに先端研究への展開について討議する。 
 
【到達度目標】 
  DDS 基礎研究を自主的に行う上で必要な能力・技術の習得を目的とする 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解し、評価できる。 
  2．最新のDDS研究動向を説明できる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げるDDSおよびその関連分野の英語論文を題材とし、最新の研究内容についての読解とパワーポ
イントを用いたプレゼンテーション、および討論によるLTD(Learning through discussion)学習を行う。 
  1．DDS 製剤からの放出機構の速度論的解析１（膜透過型）、 
  2．DDS 製剤からの放出機構の速度論的解析２（不溶性マトリックス型） 
  3．DDS 製剤からの放出機構の速度論的解析３（溶解、エロージョン型） 
  4．ナノ粒子の設計とDDSへの応用１（ナノカーボン） 
  5．ナノ粒子の設計とDDSへの応用２（デンドリマー） 
  6．機能性リポソームの設計とDDSへの応用１（温度感受性リポソーム） 
  7．機能性リポソームの設計とDDSへの応用２（PEG化リポソーム） 
  8．機能性リポソームの設計とDDSへの応用３（標的指向性リポソーム） 
  9．高分子ミセルの設計とDDSへの応用１（ブロックならびにグラフト共重合体） 
 10．高分子ミセルの設計とDDSへの応用２（ミクロゲルの構造と機能） 
 11．シクロデキストリンのDDSへの応用１（構造と機能） 
 12．シクロデキストリンのDDSへの応用２（大腸送達システム） 
 13．シクロデキストリンのDDSへの応用３（ロタキサン高分子） 
 14．シクロデキストリンのDDSへの応用４（結晶多形制御と溶解性） 
 15．次世代型 DDS 技術に関する討論 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式）、討論 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点），プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  DDS 特論、DDS マテリアル化学演習 
 
【教材】 
  最新のDDS 領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  原著論文に引用されている参考文献を読み、題材のバックブランドを充分に理解してほしい。また、多数の
英語論文を読み、英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

DDS マテリアル化学演習 

 1～3 年 後期 2 単位 選択 

方   軍 

上釜 兼人 

 
【概 要】 
  DDS 製剤の設計と評価に関する一連の論文を取り上げて、DDS 用担体の具備すべき条件である機能性（放
出制御、吸収促進、標的指向化）、生体適合性、生分解性、均一性とそれらの制御法に関する理解を深め、次世
代型DDS 製剤への有効利用について討議する。 
 
【到達度目標】 
  DDS 製剤の設計と評価を行う上で重要な担体に関する基本的知識と技術の修得を目的とする。 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を理解し、DDS 用担体の有効利用法を適正に評価できる。 
  2．最新の DDS 用担体の開発・改良に関する研究動向を的確にフォローアップできる。 
  3．自身の研究内容に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる DDS 用担体の有用性と新製剤開発への応用に関する英語論文を題材とし、最新の研究内容
についての読解とパワーポイントを用いたプレゼンテーション、および討論による LTD (Learning through 
discussion) 学習を行う。 
  1．DDS 用担体として望まれる性質      （     1回） 
  2．放出制御用担体（時間指定放出、傾斜放出、反復放出）の進歩と有効利用  （ 2～ 4回） 
  3．吸収促進剤（経口、経皮、経粘膜）の進歩と有効利用    （ 5～ 7回） 
  4．標的指向性担体（受動的送達、能動的送達）の進歩と有効利用   （   8、9回） 
  5．各種カプセル化素材（マイクロ・ナノ・分子カプセル）の進歩と有効利用  （10～12回） 
  6．DDS 用デバイス、炭素素材（ナノチューブ、グラフェン）、ゲル基剤の進歩と有効利用 （13～15回） 
  また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40 点），プレゼンテーション（30 点）および討論への参加（30 点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  DDS 特論、DDS 演習 
 
【教材】 
  最新のDDS領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  原著論文に引用されている参考文献を読み、題材のバックブランドを充分に理解してほしい。また、多数の
英語論文を読み、英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

薬物動態制御学演習 

 1～3 年 前期 2 単位 選択 

小田切 優樹 

安楽  誠  
 

【概 要】 

  薬物の体内動態は、薬物側の要因、生体側の要因および環境的要因によって支配されるが、薬物動態特性を整理・理

解することは、薬物の有効性の確保と有害反応の回避のために重要である。本演習では、薬物体内動態に関わるトランス

ポータ、代謝酵素および血清蛋白などの遺伝子多形・発現調節・阻害について理解を深め、体内動態が如何に制御される

か修得し、さらに先端研究への展開について討議する。 

 

【到達度目標】 

  薬物動態学における基礎研究を自主的に行う上で必要な能力・技術の習得を目的とする 

  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解できる。 

  2．最新の薬物動態学分野の研究動向をフォローアップできる。 

  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 

 

【授業計画】 

  以下に挙げる薬物動態学およびその関連分野の英語論文を題材とし、最新の薬物動態学領域の研究成果についての読

解とパワーポイントを用いたプレゼンテーション、および討論によるLTD (Learning through discussion)学習を行う。 

  1．トランスポータの構造・機能と薬物動態制御機構    （ 1～ 3回） 

  2．薬物代謝酵素の構造・機能と薬物動態制御機構    （ 4～ 6回） 

  3．血清蛋白の構造・機能と薬物動態制御機構    （ 7～ 9回） 

  4．薬物体内動態の個人間および病態時変動    （10～12回） 

  5．薬物速度論の医薬品適正使用および医薬品開発への応用   （13～15回） 

  また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 

＊なお本授業はオムニバス方式（1～3：小田切、4～5：安楽）で行う。 

 

【授業方法】 

  演習・少人数教育（セミナー形式） 

 

【学習到達度の評価】 

  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 

 

【評価方法】 

  出席状況（40点）、プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 

 

【関連科目】 

  薬物動態制御学特論、DDS 特論、DDS 演習、医療薬剤学演習 

 

【教材】 

  最新の薬物動態学・薬剤学・DDS等の領域の原著論文（英文）をテキストとする。 

 

【履修上の注意】 

  薬物動態学・DDS などの復習の他、原著論文を読みこなす英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

補完代替医療学特論 

 1 年 後期 2 単位 選択 

横溝 和美 

 
 
【概 要】 
  ２１世紀は西洋医学に補完代替医療（ＣＡＭ）を融和させた統合医療が医療現場で実践されると考えられる。
そのためには、ＣＡＭの長所，短所を科学的に見極めることが重要である．本講義では、我が国で汎用されてい
る和漢薬を中心に、その有効性を患者の証と病態に基づいて基礎・臨床の両面について修得し、有効成分の薬
効をもとに複合処方として病態にどのように働いているかについて理解を深める。また、諸外国におけるＣＡＭお
よび統合医療の実践状況と我が国のそれとを比較し、我が国における医療の在り方について考えさせる。 
 
【到達度目標】 
  1．補完代替医療の特徴について概説できる。 
  2．西洋医学と補完代替医療の相違について説明できる。 
  3．患者の証と病態に基づいた和漢薬の処方を説明できる。 
  4．和漢薬の有効成分が病態にどのように働いているかについて説明できる。 
  5．諸外国における補完代替医療および統合医療の実践状況を概説できる。 
 
【授業計画】 
  1. 補完代替医療概論（１） 
  2. 補完代替医療概論（２） 
  3. 現代医療における健康と補完代替医療 
  4. 和漢薬（１）：神経系疾患 
  5. 和漢薬（２）：循環器系疾患 
  6. 和漢薬（３）：内分泌系疾患 
  7. レポート作成（１） 
  8. 和漢薬（４）：消化器系疾患  
  9. 和漢薬（５）：呼吸器系疾患 
 10. レポート作成（２） 
 11. サプリメントの基礎知識 
 12. 諸外国における補完代替医療（１） 
 13. 諸外国における補完代替医療（２） 
 14. レポート作成（３） 
 15. レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  未病薬学演習、天然薬物学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  科学的根拠に基づいた和漢薬の有効性を例に、統合医療の在り方について理解し、レポートに反映させて
ほしい。 
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科  目  名 

天然薬物学特論 

 1 年 前期 2 単位 選択 

吉満 斉 

池田 剛 
 

【概 要】 
  ケシからモルヒネが得られたように、これまでに医薬品として開発されている薬の半数以上が天然薬物に関
連していることを踏まえて、現在、主流として行われている天然薬物の研究開発を習得すると共に、新しい創薬
シーズを開発するための視野を広げることを目的として、天然薬物学の最近の潮流を講義する。さらに、代表
的な天然薬物由来の医薬品を例にして、１．天然有機化合物の抽出分離法、純度の検定法 ２．各種スペクト
ルによる化学構造の決定法 ３．ケミカルライブラリーの生物活性スクリーニング法 等について学習する。 
 
【到達度目標】 
  1．代表的な天然薬物由来の医薬品を列挙し、それらの作用メカニズムや化学的特徴を説明できる。 
  2．現在汎用されている抽出分離法を列挙し、抽出溶媒の選択、各種カラムクロマトグラフィーの原理とそれら

の有効な組合せについて説明できる。 
  3．天然有機化合物の化学構造決定に必要な各種スペクトル法を列挙し、それぞれの手法の測定原理と測定

結果により明らかになる構造情報について説明できる。 
  4．代表的なケミカルライブラリーの生物活性スクリーニングを列挙し、実験方法と評価法の原理について概説

できる。 
 
【授業計画】 
  1．天然薬物学概論（１） 
  2．天然薬物学概論（２） 
  3．抽出分離法（１）抽出と分離の基礎 
  4．抽出分離法（２）分離の応用：カラムクロマトグラフィー 
  5．レポート作成（１） 
  6．構造解析法（１）各種スペクトル解析（紫外吸収、赤外吸収、円二色性スペクトル） 
  7．構造解析法（２）核磁気共鳴（1次元） 
  8．構造解析法（３）核磁気共鳴（2次元） 
  9．構造解析法（４）質量分析 
 10．レポート作成（２） 
 11．生物活性スクリーニング法（１）がんの治療を指向した評価 
 12．生物活性スクリーニング法（２）加齢に伴う疾患の治療を指向した評価 
 13．生物活性スクリーニング法（３）メタボリックシンドローム関連疾患の治療を指向した評価 
 14．レポート作成（３） 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  天然薬物学演習、補完代替医療学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  天然薬物から開発された最近の医薬品を例に、どの様な困難を克服して新薬が誕生したのか理解し、レポ
ートに反映させてほしい。 
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科  目  名 

分子薬効解析学特論 

 1 年 後期 2 単位 選択 

國安 明彦 

 
 
【概 要】 
  今日の医療においては、従来からの疾病に加え、生活習慣病や脳・神経系疾患、アレルギーなど、疾病様
式も現代化・多様化している。一方、近年の生命科学、医学、薬学研究から、医薬品の作用様式・機序を分子レ
ベルで説明できる部分が多くなっている。本講義では、現代社会における多様な疾病と治療薬について分子機
序の視点から整理し、系統立てて解説する。 
 
【到達度目標】 
  1．従来の創薬の標的分子として確立された受容体・イオンチャネル・酵素等の生体内分子のうち主要なものを

列挙し、それらの特徴を説明できる。 
  2．近年、創薬標的として同定された生体内機能分子を列挙し、脳・神経系疾患、がんを含む生活習慣病の諸

疾患に対する治療薬開発とその戦略について説明できる。 
  3．難治性疾患「がん」の標的分子・生体機構・バイオマーカーを列挙し、それらを対象とした分子標的薬の開

発と作用機序を説明できる。 
 
【授業計画】 
  1．薬理学概論（１） 
  2．薬理学概論（２） 
  3．脳・神経系疾患（１）アルツハイマー病 
  4．脳・神経系疾患（２）パーキンソン病 
  5．レポート作成（１） 
  6．メタボリック症候群 
  7．動脈硬化症 
  8．炎症性疾患 
  9．レポート作成（２） 
 10．がん（１）がんのバイオロジー 
 11．がん（２）がんシグナル伝達系とその阻害剤 
 12．がん（３）細胞死・アポトーシス 
 13．がん（４）分子標的の同定とそれに基づく創薬 
 14．レポート作成（３） 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  分子薬効解析学演習、薬物治療学特論、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  分子標的薬をはじめとする最近の医薬品について、標的分子とその作用機序をしっかりと理解し、レポート
に反映させてほしい。 
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科  目  名 

環境保健学特論 

 2 年 前期 2 単位 選択 

武知 進士 

石田 卓巳 
 
【概 要】 
  環境中の汚染物質や食品に含まれる健康有害物質などの超高感分析法の解説、およびヒトの健康を損な
う環境因子の作用・機序に関する生化学的・分子生物学的手法による毒性発現機構解析法の解説により、有
害環境因子から健康を保つ衛生学的知見を深める。 
 
【到達度目標】 
  1．代表的な環境や食品に含まれる健康有害物質を列挙し、それらの作用メカニズムや化学的特徴を説明で

きる。 
  2．環境や食品に含まれる健康有害物質の超高感分析法について説明できる。 
  3．環境や食品に含まれる健康有害物質の毒性発現機序解明の評価法について説明できる。 
 
【授業計画】 
  1．環境保健学概論（１） 
  2．環境保健学概論（２） 
  3．環境や食品に含まれる健康有害物質（１）化学的特徴 
  4．環境や食品に含まれる健康有害物質（２）作用メカニズム 
  5．レポート作成（１） 
  6．健康有害物質の分析法（１）ＨＰＬＣ 
  7．健康有害物質の分析法（２）ＮＭＲ、ＭＳ解析 
  8．健康有害物質の分析法（３）酵素免疫測定法 
  9．健康有害物質の分析法（４）ＥＳＲ 
 10．レポート作成（２） 
 11．毒性評価試験法（１）生化学的評価法 
 12．毒性評価試験法（２）微生物による試験法 
 13．毒性評価試験法（３）培養細胞による試験法 
 14．レポート作成（３） 
 15．レポートを題材にした解説と討論（Learning through discussion） 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  環境保健学演習、天然薬物学特論、分子薬効解析学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  環境や食品に含まれる健康有害物質と健康被害を理解し、健康を保つためどの様に取り組むべきかをレポ
ートに反映させてほしい。 
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科  目  名 

未病薬学演習 

 1～3 年 前期 2 単位 選択 

横溝 和美 

 
 
【概 要】 
  伝統医薬学には古くから未病を治すという考え方がある。病気が本格的に発病する前の段階で病気の予兆
をとらえ、なるべく軽微のうちに予防的対策を行って発病を防ぐという、現代の予防医学に通じる思想である。未
病対策としては、健康維持の仕組みと未病の状態、さらに未病の蓄積過程としての老化について生命力・自然治
癒力を総合的、効果的に治療することが重要である。和漢薬や健康食品に関する学術論文の評価、および応
用・展開に関する討論を行いながら、未病医薬学の基礎的研究を修得し、その応用展開について討論を行う。 
 
【到達度目標】 
  基礎研究を自主的に行う上で必要な能力・技術の習得を目的とする 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解し、評価できる。 
  2．最新の科学研究動向をフォローアップできる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる予防医学、伝統医薬学、食品機能学およびその関連分野の英語論文を題材とし、最新の薬理
学・天然薬物学・医薬学等の領域の研究成果についての読解とパワーポイントを用いたプレゼンテーション、お
よび討論によるLTD (Learning through discussion)学習を行う。 
  1．未病薬学概論 
  2．健康、未病および疾患時の臨床学的パラメーター（１） 
  3．健康、未病および疾患時の臨床学的パラメーター（２） 
  4．老化が及ぼす種々の臨床学的変化（１） 
  5．老化が及ぼす種々の臨床学的変化（２） 
  6．文献紹介・研究成果報告（１） 
  7．健康食品の効能と成分研究（１） 
  8．健康食品の効能と成分研究（２） 
  9．未病の予防・改善に有効な和漢薬の研究（１） 
 10．未病の予防・改善に有効な和漢薬の研究（２） 
 11．文献紹介・研究成果報告（２） 
 12．未病治療標的分子の探索（１） 
 13．未病治療標的分子の探索（２） 
 14．文献紹介・研究成果報告（３） 
 15．総括および今後の展開 
  また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点）、プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  補完代替医療学特論、天然薬物学特論 
 
【教材】 
  最新の予防医学、伝統医薬学、食品機能学等の領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  伝統医薬学、天然薬物学などの復習の他、原著論文を読みこなす英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

分子薬効解析学演習 

 1～3 年 後期 2 単位 選択 

國安 明彦 

 
 
【概 要】 
  薬効解析学や細胞生物学に関する新しい知見を論文抄録、討論を行いながら、薬物と生体分子との相互作
用、および薬効発現に関する分子解析法を修得する。さらに先端研究への展開について討議する。 
 
【到達度目標】 
  基礎研究を自主的に行う上で必要な能力・技術の習得を目的とする 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解し、評価できる。 
  2．最新の科学研究動向をフォローアップできる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  薬理学およびその関連分野の英語論文を題材とし、最新の薬理学・生理学・医学等の領域の研究成果につ
いての読解とパワーポイントを用いたプレゼンテーション、および討論によるLTD (Learning through discussion)
学習を行う。また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 
  1．論文抄録：生体分子間相互作用解析法(1) 
  2．論文抄録：生体分子間相互作用解析法(2) 
  3．論文抄録：脳・神経系の機能・病態と薬物の作用(1) 
  4．論文抄録：脳・神経系の機能・病態と薬物の作用(2) 
  5．研究成果紹介(1) 
  6．論文抄録：生体内ホメオスタシスと代謝性疾患(1) 
  7．論文抄録：生体内ホメオスタシスと代謝性疾患(2) 
  8．論文抄録：がんのバイオロジーと分子標的薬の作用機序(1) 
  9．論文抄録：がんのバイオロジーと分子標的薬の作用機序(2) 
 10．研究成果紹介(2) 
 11．論文抄録：病態生理と細胞内・細胞間シグナル伝達(1) 
 12．論文抄録：病態生理と細胞内・細胞間シグナル伝達(2) 
 13．論文抄録：疾患治療標的分子の探索(1) 
 14．論文抄録：疾患治療標的分子の探索(2) 
 15．研究成果紹介(3) 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点），プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  分子薬効解析学特論、薬物治療学特論、薬物治療学演習 
 
【教材】 
  最新の薬理学・細胞生物学・医学等の領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  薬理学・細胞生物学などの復習の他、原著論文を読みこなす英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

環境保健学演習 

 1〜3 年 前期 2 単位 選択 

武知 進士 

石田 卓巳 
 
【概 要】 
  環境中や食物中に含まれる生体外異物に関する新しい知見を論文抄録より得るとともに、衛生学的見地から、
ヒトの健康を損なう可能性のある環境因子のリスク評価について討論を行う。さらに、これら知見から有害環境因
子の毒性発現を防御する手法について討議する。 
 
【到達度目標】 
  基礎研究を自主的に行う上で必要な能力・技術の習得を目的とする 
  1．環境・衛生分野の学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解できる。 
  2．最新の環境・衛生分野の研究動向をフォローアップできる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる最新の環境・衛生分野領域の英語論文を題材とし、論文読解とパワーポイントを用いたプレゼ
ンテーション、および討論によるLTD (Learning through discussion)学習を行う。 
  1．環境汚染物質に関する最新の研究（1） 
  2．環境汚染物質に関する最新の研究（2） 
  3．環境汚染物質に関する最新の研究（3） 
  4．異物の抽出・分離法、各種毒性試験法に関する最新の研究（1） 
  5．異物の抽出・分離法、各種毒性試験法に関する最新の研究（2） 
  6．異物の抽出・分離法、各種毒性試験法に関する最新の研究（3） 
  7．異物の構造活性相関研究法に関する最近の研究（1） 
  8．異物の構造活性相関研究法に関する最近の研究（2） 
  9．異物の構造活性相関研究法に関する最近の研究（3） 
 10．異物による健康障害を解明した最近の研究（1） 
 11．異物による健康障害を解明した最近の研究（2） 
 12．異物による健康障害を解明した最近の研究（3） 
 13．異物による健康障害の改善に有効な薬物のスクリーニング（1） 
 14．異物による健康障害の改善に有効な薬物のスクリーニング（2） 
 15．異物による健康障害の改善に有効な薬物のスクリーニング（3） 
  また、自身および研究室内の研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論を行う。 
 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点）、プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  環境保健学特論、天然薬物学特論、分子薬効解析学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  衛生化学・環境衛生化学などの復習の他、原著論文を読みこなす英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

天然薬物学演習 

 1〜3 年 後期 2 単位 選択 

吉満 斉 

池田 剛 
 
【概 要】 
  国内外の天然薬物に関する新しい知見を論文抄録、討論を行いながら修得する。本演習を通じて、各種スク
リーニングにより発見された天然物由来のリード化合物とその誘導体の合成を経て開発された医療最前線で使
われる医薬品について情報収集し、どの様な天然素材が医薬品候補として期待されているのか、分離・精製法
や天然有機化合物の構造解析法にどの様な進歩があったか、化合物ライブラリー作成の国内外の取組、どの様
な疾病に対するスクリーニングが今後の主流なのか、議論を重ねていくことにより、シーズ探索に関する能力を
修得する。 
 
【到達度目標】 
  基礎研究を自主的に行う上で必要な能力の習得を目的とする 
  1．学術論文（英語）を読み、内容を的確に理解できる。 
  2．最新の天然薬物学分野の研究動向をフォローアップできる。 
  3．研究に関するプレゼンテーション能力および討論能力を高める。 
 
【授業計画】 
  以下に挙げる天然薬物学およびその関連分野の英語論文を題材とし、治療薬開発に向けたシーズ探索の研
究成果についての読解と液晶プロジェクターを用いたプレゼンテーション、および討論によるLTD (Learning 
through discussion)学習を行う。 
  1．医薬品資源としての天然薬物の最新の研究（１）：日本 
  2．医薬品資源としての天然薬物の最新の研究（２）：アジア各国 
  3．医薬品資源としての天然薬物の最新の研究（３）：欧米諸国 
  4．医療現場が必要としている薬に関する最新の動向と天然薬物学的アプローチ法（１）：病院・診療所 
  5．医療現場が必要としている薬に関する最新の動向と天然薬物学的アプローチ法（２）：調剤薬局 
  6．医療現場が必要としている薬に関する最新の動向と天然薬物学的アプローチ法（３）：ドラッグストアー 
  7．研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論（１） 
  8．天然有機化合物の構造活性相関研究法の最近の研究（１）：ケミカルライブラリーの構築法 
  9．天然有機化合物の構造活性相関研究法の最近の研究（２）：生物活性スクリーニング法 
10．天然有機化合物を基礎とした難病治療薬の開発の最近の研究（１）：加齢に伴う各種疾患 
11．天然有機化合物を基礎とした難病治療薬の開発の最近の研究（２）：がん、感染症、自己免疫疾患 
12．メタボリックシンドロームの予防・改善に有効な天然薬物の開発（１）：動脈硬化症 
13．メタボリックシンドロームの予防・改善に有効な天然薬物の開発（２）：糖尿病合併症 
14．研究進捗状況に関するプレゼンテーションと討論（２） 
15．総合演習：これまで学んだことを各自プレゼンテーションし討論する 

 
【授業方法】 
  演習・少人数教育（セミナー形式） 
 
【学習到達度の評価】 
  文献紹介・研究成果報告を通じて、研究に必要な知識の習得や論理的思考ができているかを評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（40点）、プレゼンテーション（40点）および討論への参加（20点）をもとに総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  天然薬物学特論、補完代替医療学特論 
 
【教材】 
  最新の天然物薬物学・創薬化学等の領域の原著論文（英文）をテキストとする。 
 
【履修上の注意】 
  天然物化学・生薬学などの復習の他、原著論文を読みこなす英語力を身につけておいてほしい。 
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科  目  名 

生命環境倫理学特論 

 1 年 前期 2 単位 必修 

浅井 篤 

 
 
【概 要】 
  医薬品を開発する上で、また医薬品の適正使用を行う上で、医学・生命科学における最先端の知見だけで
なく、その根幹をなす研究倫理、臨床倫理また再生医学・遺伝子治療などの先端医療の倫理に関する十分な
知識と理解が必要である。本講義では、医療・生命科学に関わる多種多彩な倫理的問題、歴史的問題を認識
し、生命・医療倫理の基礎を形成する基本的な倫理理論を修得する。 
 
【到達度目標】 
  1．医療・生命科学に関わる多種多彩な倫理的問題を列挙し、それらに内在する本質的問題について説明でき

る。 
  2．医療・生命学に関わる多種多彩な歴史的問題を列挙し、それらに内在する本質的問題について説明でき

る。 
  3．関連倫理指針および法を理解し、生命・医療倫理の基礎を形成する基本的な倫理理論について説明でき

る。 
 
【授業計画】 
  1．生命・医療倫理総論 
  2．インフォームド・コンセント関連事項 
  3．治療拒否とプライバシー 
  4．終末期医療1 
  5．終末期医療2 
  6．レポート作成（１） 
  7．精神科医療と高齢者医療 
  8．高度先進医療の倫理1 
  9．高度先進医療の倫理2 
 10．医学研究の倫理1 
 11．医学研究の倫理2 
 12．医療政策と医療資源配分 
 13．公衆衛生と人権 
 14．レポート作成（２） 
 15．レポートを題材にした解説と討論 
 
【授業方法】 
  講義（討論を含む） 
 
【学習到達度の評価】 
  講義での討論およびレポート作成を通じて、基本知識の習得度や論理的思考ができているか評価する。 
 
【評価方法】 
  出席状況（30％）、レポート（70％）で総合的に評価する。 
 
【関連科目】 
  医薬品安全性学特論 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  今後、医療行為および研究行為に従事する際に、生命倫理学および倫理学に関する十分な知識と理解は
必須となってくる。このことを十分理解したうえで履修すること。 
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科  目  名 

インターンシップ 

 2 年 通年 3 単位 必修 

瀬尾 量  松倉 誠  大栗 誉敏 

芳賀 克夫 西村 令喜 前田 敏宏 

 
【概 要】 
  医療現場および製薬企業が期待する薬剤師像としては、「薬に対する高度な専門知識・技能の習得」に加え
て、「倫理感に富み」、「創造力に溢れ」、更に「自ら主体的に行動する」実践的能力を有する人材が求められて
いる。その様な基礎と臨床にバランスのとれたスペシャリストを育成するための臨床研修インターンシップであ
る。 
  ３ヶ月の臨床研修インターンシップ（熊本市立熊本市民病院、国立病院機構熊本医療センター）では、がん
専門薬剤師、感染制御専門薬剤師ほか臨床を指向した専門薬剤師や治験コーディネーターの育成を目指す。
また、０．５ヶ月の企業インターンシップ（化学及血清療法研究所）では、製薬企業における高度なバイオ技術
の活用法や医薬品の品質管理、製造工程管理を学ぶ。 
 
【到達目標】 
  1．チーム医療における薬剤師の専門性を理解し、実践のための情報を収集できる（知識・技能）。 
  2．患者情報を共有するにあたり機密保持の重要性を理解し、医薬倫理感を醸成する。 
  3．がん治療における薬剤師業務を理解し、レジメンの管理、治療薬の無菌調製、疼痛管理等を実践する（知

識・技能）。 
  4．インフェクション・コントロールチームの活動を理解し、病原菌や耐性菌について列挙できる。また、サーベラ

ンスや病棟ラウンド等の感染制御活動に参加する（知識・技能）。 
  5．ハイリスク薬管理および治験管理ついて理解し、その管理方法を習得する（知識・技能）。 
  6．バイオ技術の活用法や医薬品の品質管理、製造工程管理を説明できる（知識）。 
 
【授業計画】 
  基本的に，当該研修施設指導者の授業計画に従う。 
  1．チーム医療の実践 
  2．情報の収集・整理および問題解決法 
  3．がん専門薬剤師の業務内容 
  4．感染制御専門薬剤師の業務内容 
  5．ハイリスク薬，治験薬および麻薬の管理 
  6．バイオ技術の活用法（血液製剤，ワクチン） 
  7．医薬品の品質管理および製造工程管理 
  8．総括と討論 
 
【授業方法】 
  参加型の臨床および企業研修であり，研修項目・内容は当該研修施設により異なるが，問題解決型の指導
が中心となる。 
 
【学習到達度の評価】 
  1．日々の研修内容と考察した事項等を「研修日誌」として提出させる。 
  2．研修終了後にレポートを提出させる（様式は別途指示）。 
 
【評価方法】 
  当該研修施設指導者の評価表（様式は別途作成）とレポート（研修終了後）で評価する。 
 
【関連科目】 
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科  目  名 

特別実験 

 1～4 年 通年 10 単位 必修 

小田切優樹、瀬尾量、松倉誠、平山文俊、 

衞藤仁、竹下啓蔵、吉満斉、武知進士、横溝和美、 

國安明彦、中嶋弥穂子、山﨑啓之、内田友二、 

方軍、石田卓巳、吉武康之、安楽誠、池田剛、 

大栗誉敏、井本修平 

 
【概 要】 
  先進的かつ独創的な研究を遂行するとともに、得られた研究成果をゼミや学会で発表し、論文にまとめる能
力を修得する。この過程で培った研究技術および問題解決能力をもとに、医療現場あるいは医薬品の研究開
発現場において指導的立場で活躍できる専門性を身につける。 
 
【到達度目標】 
  1．研究テーマに関する情報を検索し、理解・発表できる。 
  2．研究および実験プロトコールを作成できる。 
  3．研究テーマの遂行に必要な実験を遂行できる。 
  4．適切なデータ解析（統計処理含む）ができる。 
  5．学会で発表できる。 
  6．学術論文・学位論文を作成できる。 
  7．後輩を適切に指導できる。 
 
【授業計画】 
  1．情報検索 
  2．研究・実験プロトコールの作成（討論含む） 
  3．データ解析（統計処理含む） 
  4．プレゼンテーション 
  5．学会発表 
  6．学術論文作成 
  7．学位論文作成 
  8．後輩に対する研究指導 
 
【授業方法】 
  実験中心 
 
【学習到達度の評価】 
  研究実施態度、研究進捗状況、プレゼンテーション内容、学会発表状況、学術論文発表状況、後輩に対す
る指導状況などをもとに総合的に判断する。 
 
【教材】 
  プリント（講義中に配布）および最新の英文原著論文 
 
【履修上の注意】 
  情報検索、プロトコール作成、学会発表および論文作成のいずれにおいても、英語は必須である。日頃から
語学力アップに努めること。 
 
【評価方法】 
  研究の企画・遂行能力、ゼミや学会等でのプレゼンテーション能力と討議態度、英語論文作成能力などを基
に総合的に評価する。 
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

講

　

義

演

　

習

実

験

・

実

習

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 12 0 2 4 0 0 0 兼1

1前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 1 1 　 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 14 0 4 2 1 0 0 兼4

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 1 　 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 　 1

2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3前 2 ○ 1

1～3後 2 ○ 1

1～3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1～3後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 16 0 4 2 0 0 0 　

2通 3 ○ 2 1 兼3

3 0 0 2 1 0 0 0 兼3

1前 2 ○ 兼1

1～4通 10 ○ 10 9 1

－ 12 0 0 10 9 1 0 0 兼4 　

－ 15 42 0 10 9 1 0 0 兼9 　

修了要件

　大学院に４年以上在学し、３１単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けた上、博士論文の審査および最終試験に合格すること。

履修方法

　所属する講座の授業科目（演習4単位、講義4単位）に加え、連携講座の必

修科目（インターンシップ3単位）と講座共通の必修科目（生命環境倫理学特

論2単位、特別実験10単位）および演習1科目（2単位）と講義科目（6単

位）、総計31単位以上を修得しなければならない。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

博士（薬学）学位又は称号 学位又は学科の分野

連

携

講

座

講

座

共

通

合計（２６科目） －

小計（２科目）

－

薬学

教 育 課 程 等 の 概 要

薬学専攻（博士課程）

授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称
科目

区分
配当年次

単位数

未

病

医

薬

学

講

座

補完代替医療学特論

小計（８科目）

環境保健学特論

環境保健学演習

薬物治療学演習

－

ＤＤＳ特論

薬物動態制御学特論

医薬分子設計学特論

治験コーディネート論

薬物動態制御学演習

ＤＤＳマテリアル化学演習

小計（７科目）

特別実験

未病薬学演習

分子薬効解析学演習

天然薬物学演習

小計（１科目）

－

生命環境倫理学特論

小計（８科目） －

インターンシップ

分子薬効解析学特論

天然薬物学特論

臨

床

薬

学

講

座

医薬品安全性学特論

ＤＤＳ演習

臨床診断学

プライマリ・ケア実践論

分子イメージング

医療薬剤学演習

医薬品情報評価学演習

薬物治療学特論

薬

物

治

療

設

計

学

講

座
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育成する人材像と履修モデル 

	
 

	
 

１．臨床指向専門薬剤師を目指す場合 

	
 

２．DDS スペシャリストを目指す場合 

	
 

 

年次	
 授業科目名	
 必修・選択	
 単位

数	
 

１	
 生命環境倫理学特論	
 必修	
 2	
 

１	
 臨床診断学	
 選択*1	
 1	
 

１	
 薬物治療学特論	
 選択*1	
 2	
 

１	
 薬物動態制御学特論	
 選択	
 2	
 

１	
 分子薬効解析学特論	
 選択	
 2	
 

２	
 医薬品安全性学特論	
 選択*1	
 2	
 

２	
 プライマリ・ケア実践論	
 選択*1	
 1	
 

２	
 インターンシップ	
 必修	
 3	
 

１～３	
 薬物治療学演習	
 選択*1	
 2	
 

１～３	
 薬物動態制御学演習	
 選択	
 2	
 

１～３	
 医療薬剤学演習	
 選択*1	
 2	
 

１～４	
 特別実験	
 必修	
 10	
 

	
 	
 計	
 31	
 

*1	
 は臨床薬学講座の選択必須科目	
 

年次	
 授業科目名	
 必修・選択	
 単位

数	
 

１	
 生命環境倫理学特論	
 必修	
 2	
 

１	
 DDS 特論	
 選択*2	
 2	
 

１	
 薬物動態制御学特論	
 選択*2	
 2	
 

１	
 分子薬効解析学特論	
 選択	
 2	
 

１	
 薬物治療学特論	
 選択	
 2	
 

２	
 医薬分子設計学特論	
 選択*2	
 2	
 

２	
 インターンシップ	
 必修	
 3	
 

１～３	
 DDS 演習	
 選択*2	
 2	
 

１～３	
 薬物動態制御学演習	
 選択*2	
 2	
 

１～３	
 DDS マテリアル化学演習	
 選択*2	
 2	
 

１～４	
 特別実験	
 必修	
 10	
 

	
 	
 計	
 31	
 

*2	
 は薬物治療設計学講座の選択必須科目	
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３．機能性食品開発研究者を目指す場合 

	
 

	
 

年次	
 授業科目名	
 必修・選択	
 単位

数	
 

１	
 生命環境倫理学特論	
 必修	
 2	
 

１	
 天然薬物学特論	
 選択*3	
 2	
 

１	
 臨床診断学	
 選択	
 1	
 

１	
 補完代替医療学特論	
 選択*3	
 2	
 

１	
 分子薬効解析学特論	
 選択*3	
 2	
 

２	
 環境保健学特論	
 選択*3	
 2	
 

２	
 プライマリ・ケア実践論	
 選択	
 1	
 

２	
 インターンシップ	
 必修	
 3	
 

１～３	
 未病薬学演習	
 選択*3	
 2	
 

１～３	
 天然薬物学演習	
 選択*3	
 2	
 

１～３	
 分子薬効解析学演習	
 選択*3	
 2	
 

１～４	
 特別実験	
 必修	
 10	
 

	
 	
 計	
 31	
 

*3	
 は未病医薬学講座の選択必須科目	
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